HTML言語に基づいたホームページづくり

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>HTMLホームページ</TITLE>

</HEAD>

<BODY>


</BODY>

</HTML>

※ファイルを保存する場合、ファイルメニューから、→名前をつけて保存を選び→

　保存する場所を選択して、→ファイル名を付けて保存しますが、ここで一番注意

　することは、

ファイル名＝直接入力で名前を入力し<.html>を後に続けて入力する。

背景の壁紙に色をつける。

ボディタグに入れ子する。

○　壁紙に背景色を付ける　<BODY BGCOLOR=”ccff99”>

※　「“」はダブルコウテイションと呼び、キーは直接入力（半角）のShift+「２」のキーで入力できる。（Shift　キーを押しながら、数字の２のキーを押す）

· ページ文字の色を指定する。　<BODY TEXT=”16進法で指定、#ccff99”>

· 16進法は、00 　33 　66 　99 　ff 　ccの組み合わせで、Ｒ＝(赤)・Ｇ＝(緑)・

B=(青)をブラウザーで表示できるように指定するもの。00 33 ffと３組

で表記する。

参考色

赤色＝cc0099、ff00ff、ff00cc、cc00cc
紫色＝6600ff、3300cc、3300ff、9933ff
青色＝00cccc、0033ff、0099ff、33ccff
緑色＝00ff00、33ff00、66ff00、00ff33
黄色＝ffcc00、ffff00、ffff33、ccff00
茶色＝ff6600、ff9900、993300、cc3300
背景の壁紙に画像を貼り付ける。

· ページに背景イメージ（画像）を設定する。

　　　　<BODY BACKGROUND=”画像のファイル名”>と記述する。

ページ文字のサイズを指定する。

· 基本文字の大きさを指定する。　<BODY BASEFONT SIZU=”7”>

フォントサイズは、７～１（最大が７で、１は最小）で指定する。

リンク文字の色を指定する。

· <BODY タグにLINKタグも入れ子できる。リンクテキスト色・LINK=”0000cc”、

リンク中の色・ALINK=”336699”、アクセス済リンク色・VLINK=”3399ff”>
BODYタグに入れ子して、ページの文字色、サイズ、背景壁紙、リンク色を設定する。


文字関係のタグ

強制改行

· <BR>＝改行するタグで、<BR>を改行したいところで指定する。この<BR>タグには、〆タグはいらない。

· <P>～</P>＝このタグは、〆タグが必要で指定した行の前後、１行余白行を設けて改行となる。

· Ｐタグの入れ子属性として、ALIGNタグがある。このタグは、左揃え・中央揃え・右揃え

を設定する。

<P ALIGN=”left・center・right”>　～　</P>　　で記述する。

· 上記と同じように左揃え・中央揃え・右揃えを設定するタグには、DIV　タグがあるが、

このタグは、行の前後の余白無しで、指定した部分を左揃え・中央揃え・右揃えする。

<DIV ALIGN=”left・center・right”>　～　</DIV>　　で記述する。

文字に色・サイズを指定

· <FONT SIZE=”7～1”>　でサイズをしていする。

· <FONT SIZE=”7～1” COLOR=”333333”>　のようにFONTのサイズとCOLORを入れ子にして

指定する。

文字列に大きくしたり、小さくする。また、太く・斜体・強調する。

· 途中で、大きくしたり小さくすることが出来る。

<BIG>　～　</BIG>

<SMALL>　～　</SMALL>　と指定する。

· 太く・斜体にする。

<B>　～　</B>　は太くする。

<I>　～　</I>　は斜体にする。

· 文字を強調する。

<EM>　～　</EM>　は強調

<STRONG>　～　</STRONG>　はEMよりより以上に強調

· 文字を上付き、下付にする。

<SUP>　～　</SUP>　は上付き

<SUB>　～　</SUB>　は下付き

· 文字に下線をひく。

<U>　～　</U>　は下線を引く。

文字列にアクションを指定する。

· 文字を点滅させる。

<BLINK><FONT COLOR=”FF0000”>　～　</FONT></BLINK>と記述する。

文字の色を指定し、点滅を指定する。

· 電光掲示板のように流れる文字

<MARQUEE ALIGN=”top・middle・bottom”
 WIDTH=”領域の幅（ピクセル数値を入れる）”
 HEIGHT=”領域の高さ（ピクセル数値）”
 HSPACE=”マーキー左右の余白（ピクセル数値）”
 VSPACE=”上下の余白（ピクセル数値）”
 BEHAVIOR=”マーキーの動作パターン（scroll・slide・alternate）”どれかを選択

 DIRECTION=”動く方向（left・right）を指示”
 LOOP=” 繰り返し回数、または、infinite（動きを永遠に）で指定する。”
 BGCOLOR=”背景色（ffffff）”>

<FONT COLOR=”333333”size=”7”>　～　</FONT>

</MARQUEE>を指定する。

画像や写真を挿入
画像や写真を挿入する。

写真や画像・アニメを挿入するには、ＩＭＧ　ＳＲＣ　タグ。

＜ＩＭＧ　ＳＲＣ＝“ファイル名．拡張子（jpg・gif）”＞と記述する。

大きさを左右・天地（幅・高さ）の指定は、ＩＭＧタグの入れ子で、

＜ＩＭＧ　ＳＲＣ＝“ファイル名．拡張子（jpg・gif）” width＝“数値” height＝“数値”＞

と記述する。

挿入する位置を指定するには、文字列と同じく

<DIV ALIGN=”left・center・right”>　～　</DIV>で記述して指定する。

イメージ周辺に付ける境界線を指定するには、

＜ＩＭＧ　ＳＲＣ＝“ファイル名．拡張子（jpg・gif）”　BORDER＝“境界線の太さ”＞
イメージに対するテキストのまわり込み左・右を指定

＜ＩＭＧ　ＳＲＣ＝“ファイル名．拡張子（jpg・gif）”　align＝“left・right”＞

イメージに対するテキストの並び方、上・中・下を指定

＜ＩＭＧ　ＳＲＣ＝“ファイル名．拡張子（jpg・gif）”　align＝“top・middle・bottom”＞

イメージに対するテキストの並び方、拡張上・中・下を指定

＜ＩＭＧ　ＳＲＣ＝“ファイル名．拡張子（jpg・gif）”　align＝“texttop・は、テキストが

イメージの上どうしが揃う
absmiddle・は、テキストが最も高いイメージと上下中央が揃う
absbottom・は、テキストが最も下にある要素と下に揃う
baseline” は、テキストが下に揃う＞

表組み<table>

表組みは<table>～</table>タグで表示するが、テーブルのサイズを指定することができる。

また、行は<TR>、セルは<TD>で表示するが、それぞれ〆タグで括る。

<TR>、<TD>にサイズおよび背景、境界線の表示、非表示の指定が出来る。

テーブルのサイズを指定するには、<table size WIDTH="600" HIEGHT="600">と幅・高さを指定する。

<TR>のサイズは<TR size WIDTH="600" HIEGHT="200">、<TR>のサイズは<TD size WIDTH="200" HIEGHT="100" BGCOLOR="color">と指定する。

テーブルのサイズを分割して、行、セルに振り分ける。また、セルの背景は属性を入れ子にして背景を表示することができる。

画像・写真等をセル内に入れる時は画像・写真にサイズを指定する。

表の区切り線は表示・非表示の指定ができる。

<table size WIDTH="600" HIEGHT="600"　BORDER=”1”>とすると線の太さは１の太さで表示します。

０にすると表示なし。２にすると1より太きく表示される。

<TABLE SIZE WIDTH="600" HIEGHT="600" BORDER=”2”>表のサイズを指定します。

<TR SIZE WIDTH="600" HIEGHT="300">行の大きさを指定します。

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="6699ff">～</TD>セルの大きさを指定します。

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="3399ff">～</TD>

</TR>

<TR SIZE WIDTH="600" HIEGHT="300">２行目の行の指定。

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="cc99ff">～</TD>行の中のセルを指定。

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="ff99ff">～</TD>

</TR>

</TABLE>

セルに画像を挿入する場合は次のようになります。

<TABLE SIZE WIDTH="600" HIEGHT="600">

<TR SIZE WIDTH="600" HIEGHT="300">

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="6699ff"><IMG SRC="../画面の表示/1.gif" size WIDTH="300" HIEGHT="300"></TD>

セルに挿入する画像は階層のディレクトリを指定して、ファイルを呼び出す。

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="3399ff"><IMG SRC="../画面の表示/1.jpg" size WIDTH="300" HIEGHT="300"></TD>

</TR>

<TR SIZE WIDTH="600" HIEGHT="300">

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="003366"><IMG SRC="../画面の表示/1.jpg" size WIDTH="300" HIEGHT="300"></TD>

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="6633cc"><IMG SRC="../画面の表示/1.gif" size WIDTH="300" HIEGHT="300"></TD>

</TR>

</TABLE>

リンク（設定したページを表示する）

リンクは<A HERF>～</A>タグで表示してリンク先のページを指定することができる。

また、文字列や画像・HTML等に指定出来るが〆タグで括る。
セルに画像にリンクする場合は次のようになります。

<TABLE SIZE WIDTH="600" HIEGHT="600">

<TR SIZE WIDTH="600" HIEGHT="300">

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="6699ff"><A HREF="../画面の表示/1.gif" size WIDTH="300" HIEGHT="300"></A></TD>

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="3399ff"><A HREF="../画面の表示/1.jpg" size WIDTH="300" HIEGHT="300"></A></TD>

</TR>

<TR SIZE WIDTH="600" HIEGHT="300">

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="003366"><A HERF="table.HTML">文字列にリンク</A></TD>

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="6633cc"><A HERF="table.HTML">文字列にリンク</A></TD>

</TR>

</TABLE>

<TABLE SIZE WIDTH="600" HIEGHT="600">

<TR SIZE WIDTH="600" HIEGHT="300">

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="6699ff"><A HREF="../表/table.html"><img src="../画面の表示/1.gif" WIDTH="300" HIEGHT="300"></A></TD>

<TD SIZE WIDTH="300" HIEGHT="300" BGCOLOR="3399ff"><A HREF="../表/table.html"><img src="../画面の表示/1.jpg" WIDTH="300" HIEGHT="300"></A></TD>

</TR>

<TR SIZE WIDTH="600" HIEGHT="300">

<TD><A HREF="../画面の表示/haikei.HTML">文字列にリンク</A></TD>

<TD><A HREF="../画面の表示/title.HTML">文字列にリンク</A></TD>

</TR>

</TABLE>

フレームの分割

<FRAMESET>タグを使用する場合は<BODY>～</BODY>は使用しない。

フレームは複数のページを画面に分割して表示するもので、<FRAMESET>～</FRAMESET>タグで分割を定義する。

フレームの分割には画面を横に分割、縦に分割することが出来る。
<FRAMESET ROWS="70,*">は横に分割。70はピクセル上側を,は区切り、*は下側残り部分を表している。

<FRAMESET COLS="70,*">は縦に分割。70はピクセル左側を,は区切り、*は右側残り部分を表している。

フレームを横に分割し、下側を縦に分割する場合は次のように記述する。

<FRAMESET ROWS="70,*">は上下に分割

<FRAME SRC="表示するページのアドレス.HTML">上側に表示するページ

<FRAMESET COLS="120,*">は下側を縦に分割。120はピクセル左側を,は区切り、*は右側残り部分を表している。

<FRAME SRC="表示するページのアドレス.HTML">左側に表示するページ

<FRAME SRC="表示するページのアドレス.HTML">右側に表示するページ

</FRAMESET>内側の〆タグ

</FRAMESET>外側の〆タグ

フレームに分割線が表示、非表示を設定する。

<FRAMESET ROWS="70,*" FRAMEBORDER="yes">表示、noは非表示となる。

フレームに分割線消去の設定をする。

<FRAMESET ROWS="70,*" FRAMEBORDER="no" BORDER="0" FRAMESPASING="0">

上段フレームのリサイズを禁止する。

<FRAME SRC="表示するページのアドレス.HTML" MARGINWIDTH="0" MAGINHIEGHT="0" SCROLLING="no" NORESIZE>

左右のフレームに名前を付ける。

<FRAME SRC="表示するページのアドレス.HTML" NEMU="leftframe">左のフレーム

<FRAME SRC="表示するページのアドレス.HTML" NEMU="rightframe">右のフレーム

となる。</P>

サンプル

四辺縁なしのタグ

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>HTMLでホームページをつくる</TITLE>

</HEAD>

<FRAMESET ROWS="80,*,80" FRAMEBORDER="no" BORDER="0" FRAMESPASING="0">

<FRAME SRC="top.HTML" SCROLLING="no" NORESIZE>

<FRAMESET COLS="80,*,80">

<FRAME SRC="left.HTML" SCROLLING="no" NORESIZE>

<FRAME SRC="main.HTML">

<FRAME SRC="right.HTML" SCROLLING="no" NORESIZE>

</FRAMESET>

<FRAME SRC="bottom.HTML" SCROLLING="no" NORESIZE>

</FRAMESET>

<NOFRAMES>

<BODY BGCOLOR="ff6666">

</HTML>

必ず、タグから〆タグで囲む


この部分はヘッド(頭脳の部分)





ボディから、ボディのこの部分が実際に表示されるとこ


ろで、ほとんどのタグは〆タグが必要ですが、なかには


命令を与えるだけのものもあります。


また、タグの属性もあり、タグとタグの間に入れ子するも


のもあります。





見る画面＝ＩＥ　　　　　　　　　作る画面＝メモ帳








